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研究内容 

本研究室では、植物、動物、微生物の生産する生物

活性天然有機化合物の、立体選択的合成法を開発し、

それらの生物活性を調べ、生態学的、生物学的応用

をはかる事を目的として研究を行っている。 

 

［１］ラジカルスカベンジャーの合成 

・ フリーラジカルは非常に反応性が高く、生体内で

これが発生すると、生体構成物質と反応して種々

の疾病、腫瘍、老化等の障害を引き起こす。 

・ このようなフリーラジカルを取り除く物質は将来

医薬として用いられる可能性を秘めている。 

・ 近年、放線菌の代謝産物から phenazine 骨格を持

つラジカルスカベンジャーが多数単離されている 

(図 1) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  
図 1 

・ 本研究ではPdを触媒とした新しいphenazine骨格

の合成法を開発した。 

・ 2000 年には本合成法を用いて、phenazostatin A 

(図 1)の全合成に成功した 

・ 本合成法を応用すれば、非対称な置換基を持つ

phenazine 骨格を比較的簡便に合成することが可

能である。 
 
［２］抗 HIV 天然物の合成 
・ ヒト免疫不全ウイルス(HIV)はヒトの免疫系を攻

撃するレトロウイルスで、感染力は弱いもののい
ったん感染するとその治療法は現在でも確立され
ていないため、最終的には AIDS を発症して死に
至る。 

・ 現在の治療法は AIDS の発症以前にウイルスの増
殖を抑える目的で、複数の薬剤を組み合わせたカ
クテル療法が主流である。しかし、HIV 自身が簡
単に変異して薬剤耐性を獲得するため常に新規の
薬剤の開発が望まれている。 
 

・ 本研究では、菌類より単離された抗 HIV 活性を有
する Integrastatin 類の基本骨格(Integrastatin core)の
簡便な合成法の開発を行った(図 2)。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 
 

基本骨格の合成例は数例報告されているが、本研
究では市販の o-toluic acid と 2’-hydroxyacetophenone
から 2 段階で炭素骨格を合成し、酸化して基本骨格
に導いており、最も短段階数の合成法である。また、
各種置換基を導入しても本合成法は適応できるので、
今後様々な誘導体の合成が可能になる(図 3)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

R1, R2 = F, Me, OMe 
 

図 3 
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